山田　太郎
〒○○○-○○○○ ○○市○○区○○町○-○
電話番号・FAX：×××-×××-××××
E-mail：　××××××@××××××
生年月日：19××年×月××日（××歳）

経歴要約
　約○○年間の（ポジション名）を中心にした実務経験があります。○○年前に（資格名）士の資格取得などにより業務の幅を（ポジション名）の他、経営戦略執行サポート・進捗管理など経営管理分野に広げております。最近では収益管理業務に加え、内部管理体制整備業務などに従事してきています。

　実務経験・スキルは、以下の通りです。
1 （職務内容）：　会計記帳、月次決算（月次処理ガイドラインを定め実施）、資金繰管理・入出金管理、銀行折衝、売掛金・買掛金等帳簿管理、決算処理（含む商法決算資料作成、保険業法の業務報告書（有価証券報告書と同レベル））、決算ディスクローズ資料とりまとめ、外部監査対応（公認会計士との折衝）、法人税等税務申告書の作成（税理士との折衝）など財務会計分野。

2 （職務内容）：　事業計画策定（中長期経営計画とりまとめ）、経営指標の分析等の収益管理、予算管理（年度計画―予算とりまとめ、事後統制として実績予算差異分析・要因分析）、月次報告書等経営分析レポートの作成、コストマネージメント・経費削減などの管理会計分野。

3 （職務内容）：　会社設立時に会社の立上げ（経理システム含む経理全般の業務フローのゼロからの仕組みづくり）、親会社へのレポートなど親会社コントローラ部門との窓口、親会社（上場会社）スタンダードの適用（たとえば会社の意思決定フローの整備、稟議制度の整備、社内規程・マニュアルの整備）、（経営会議・取締役会等会議体運営・事務局）年間会社行事の立案・運営などの経営管理業務および社内管理体制整備などのコーポレートガバナンス業務分野。
職務経歴

１９○○年○月～現在
○○○○○株式会社
××××××株式会社（本社○○○○、従業員○○名）　19○○年～20○○年○月、20○○年1月に全株式を○○○○○へ売却、その後、○○○○○株式会社（資本金+資本準備金○○○億円、従業員○○名、×××の子会社）となり現在に至る。

· ○○○○部　担当部長（現在）：　事業計画作成、予算管理（事業計画とともに期首および半期）、実績管理（月次管理レポート等）等の収益管理等の職務に加え、取締役会（月1回）・○○会議（月2回）事務局、規程管理など経営管理および社内体制整備業務に従事。親会社である×××のスタンダードを社内に導入し内部管理体制を整備。（現在部下4名）
· ○○部長（20○○年～20○○年○月）：　事業計画・年度予算編成、予算管理、社内管理レポーティング、会社全般の収益管理、海外親会社のコントローラ部門との窓口、ABC　Accountingによる原価分析、経費削減の実践、知的資本管理(ビジネススコアーカードによる経営管理)などの業務に従事。2004年1月からは、株式譲渡に伴い社名変更、商品開発、営業改善など6つのプロジェクトが立ち上がり、そのプロジェクト管理（事務局として経営とプロジェクトの橋渡し）業務、また7月よりそれを引き継いだ形で経営会議が発足されその事務局運営を行う。
· ○○部長（20○○年～20○○年）：　予算管理、海外親会社への定期レポーティング（月次決算レポート等）等に加え、規程管理、取締役会・株主総会の事務局運営業務に従事。
· ○○○の時に入社し、○○部長（19○○年～20○○年）として親会社への日本市場への参入に伴い、ゼロからの経理システム立ち上げをはじめ、社内の業務フロー調整と仕組みづくり、年度・半期決算、FSA（金融庁）ベースの決算処理【業務報告者（FSA向け）、決算ディスクローズ資料等】、税務申告書作成、監査法人との折衝、親会社との連結会計処理、US GAPP会計などに従事。

19○○年○月～19○○年○月

○○○○○株式会社
○○○○○株式会社　19○○年～19○○年○月、19○○年○月に株式を○○へ売却、その後、○○○株式会社となり、現在は○○○○○株式会社
· ○○○○課長（19○○年～19○○年）：　決算業務、FSA報告書作成、親会社へのレポーティング(US GAAP）、税務申告書作成、監査法人との折衝など。
· ○○○○課長（19○○年～19○○年）：　資金管理、銀行との折衝、事業費予算管理など。
19○○年○月～19○○年○月

株式会社○○
（ポジション名）として、伝票記帳、手形管理、日計表・精算表作成、入出金管理などを行う。
（ポジション名）要員として、おもに○○子会社の経理を担当（事業部のスピンアウト化が行われており、○○子会社の設立準備から設立メンバーに加わり、設立後、決算処理、税務を含めた会計の全般を覚え実践した。銀行折衝、4回の決算処理を行う。
学　　歴

19○○年3月
○○大学○○○○科卒業

19○○年3月
○○県立○○高等学校卒業

資　　格

20○○年○月
TOEIC　○○○点

19○○年○月
○○○○○士取得

19○○年○月
日商簿記検定○級合格

19○○年○月
普通自動車第一種運転免許取得

PCスキル

MS‐Word, Excel, PowerPoint, Project実務レベル

趣　　味


テニス・旅行・ゴルフ
自己ＰＲ

　私は、以下の点にて、会社に貢献できると考えております。

　○○年間の○○業務および社内管理体制整備・構築などの業務経験、また○○○○士資格取得時に学習した○○管理の知識などの活用により、内部管理体制整備および財務面を中心に会社の価値を高めていくこと。今までのスキルと経験を最大限に使い、株式公開を成功させていくこと。
1.
（ポジション名）のスキル・経験をベースに商法／証券取引法などに基づく、企業内容の開示体制の確立
2.　○○管理体制の構築
1）○○管理体制（意思決定・内部統制制度、諸規程など）の整備については、会社の規模に合わせた、効率的な内部管理体制を構築

2）○○・○○管理体制については、事業計画、予算実績管理、原価計算制度、予算差異分析などの体制を構築

3.
株式公開スケジュールについては、メリハリをつけ取り組む。あるべき姿と現状とのギャップを会社で認識/共有し、そのギャップを埋めるためのAction　Plan（課題への対応など）をつくり着実に実行し、PDCAサイクルを使い課題の改善に取り組む

4.
取締役会、経営会議など意思決定プロセスの構築などガバナンス体制づくり など
以上
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